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「コロナ禍における公民館活動」  

～令和３年度都公連活動を振り返って～ 
東京都公民館連絡協議会会長 

昭島市公民館長 立川 豊 

 

日頃より東京都公民館連絡協議会にご指

導ご鞭撻を賜り、誠にありがとうございま

す。あわせて当協議会の活動にご協力をい

ただき感謝申し上げます。 

現在、公民館のみならず社会全体に多大

な影響を及ぼしている新型コロナウイルス

に関しましては、令和元年に新型コロナウ

イルスが中国で発見され、翌年１月には日

本で初めて発生・発見されたと言われてお

ります。その後このウイルスは猛威を振る

い、日々我々の生活を脅かし、生活状況を

一変させてしまいました。多くの公民館が

一時閉館を余儀なくされ、市民の文化芸術

活動に大きな支障をもたらしております。

現在も各地で新たな変異ウイルス「オミク

ロン株」の市中感染が確認され、これまで

にないペースで感染が拡大し、その結果各

公民館におかれましても日々難しい判断を

迫られていることと思います。そのような

コロナ禍の状況の中で当協議会でも一連の

活動を行ってまいりました。以下、活動状

況をご報告させていただきます。 

今年度も役員会を年６回開催し、役員相

互による情報交換・情報共有を行いながら

必要な情報を協議会委員の皆様にご連絡し

ておりました。今年度の全国公民館研究集

会・関東甲信越静公民館研究大会山梨大会

では、テーマを「公民館がつなげる地域の

人・もの・こと＆ＭＩＲＡＩ～しなやかな

公民館活動をめざして～」と掲げ、全大会

を動画配信で、分科会については「大会記

録集」を作成しての発表としました。 

また今年度の東京都公民館研究大会では、

全体テーマを「地域課題解決学習をつくる

～市民と職員をつなぐ対話とは～」と掲げ、

基調講演及び４つの課題別集会を行いまし

た。参加方法も昨年度同様、基調講演の動

画配信、課題別集会のホームページ掲載と

いう形での開催となっております。また研

究集会や研究大会以外でも研修事業として、

東京学芸大学連携研修や障がい者学級担当

者研修、保育事業担当者研修などを実施し

たり、館長部会や委員部会、職員部会の活

動を通じて公民館が抱える様々な課題につ

いての学習を深めてまいりました。 

公民館は、「地域」と「学び」、「交わり」

を主眼に、暮らしと地域をつくる拠点とし

てその役割を担っております。変化の激し

いこれからの社会において、公民館がどの

ように地域住民の取り組みにかかわり合い

ながら創り上げていくのか、皆さまととも

に深めていきたいと思います。 

結びに、当協議会の運営にあたりご支援、

ご協力をいただきました関係各位の皆さま

に、会を代表し心より感謝を申し上げると

ともに、公民館活動がより盛んになること

を願ってご挨拶とさせていただきます。 

 
「トリ」は三、「ターマ」は多摩からの造語。三多摩地域への想いを込めて。 
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第 58 回東京都公民館研究大会 報告 
 

 第５８回東京都公民館研究大会は、令和２年度に引き続きコロナ禍での開催となりまし

た。令和２年度の研究大会がオンライン開催となった経験を踏まえ、企画委員会では比較

的早い段階でオンライン開催を選択しました。企画委員会自体も感染者数が多い時期には

オンライン開催となりました。 

研究大会の構成は、例年どおり基調講演及び第一から第四までの課題別集会となってい

ます。 
 

（基調講演） 

地域課題解決学習をつくる 

～市民と職員とをつなぐ対話とは～ 
講師 田中雅文 氏 
（日本女子大学人間社会学部教育学科教授） 

 

 

【基調講演について】 

【基調講演講師 田中 雅文教授】 

 

基調講演は令和３年１２月２１日に小金井

市公民館内で動画の収録を行いました。 

対面での地域づくりや交流が難しいコロナ

禍において、公民館の職員には、対話や交流に

基づいて新たな連携を作る技術がこれまで以

上に求められるという視点から、基調講演のメ

インテーマは「地域課題解決学習をつくる ～

市民と職員とをつなぐ対話とは～」としました。 

基調講演では、地域課題の解決には、市民と

職員のつながりをコアとして、ＮＰＯや市民団

体、企業など、幅広い人々とのつながり、ネッ

トワークを作ることが求められる点が紹介さ

れました。また社会教育と銘打っていなくとも、

すでに様々な団体が社会教育の分野の活動を

行っており、公民館の職員が、そのような団体

や機関とのつながりも広げていくことで、公民

館が地域課題解決の拠点となる可能性にも触

れられました。 

 基調講演の動画は、編集したのち、令和４年

２月２４日から都公連YouTubeチャンネルに掲

載しています。掲載期間は約一年間となります。 

 

（課題別集会） 

【課題別集会について】 

基調講演のテーマを受け、課題別集会ではオ

ンラインを含む様々な手法を使って、人とのつ

ながりを生み出そうとする事業や事例が紹介

されました。 

オンラインでの情報発信に初めて取り組ん

だ事例も発表され、公民館事業が新しい形で共

有されていく萌芽を感じられました。 

都公連加盟市では、オンラインでの事業実施経

験が令和２年度より蓄積され、機材もそろって

きたことから、課題別集会ではなんらかの形で

オンライン発信が試みられました。 

課題別集会の結果は、都公連ＨＰに掲載して

います。さらに、基調講演以外でも都公連ＨＰ

に掲載される動画が増えており、都公連ＨＰの

充実が図られています。 

 

報告 

第58回東京都公民館研究大会事務局 

小金井市公民館庶務係長 中川 法子 
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職員部会活動報告 

～関ブロ（山梨大会）第一分科会 

「公民館の今日的課題」に事例発表して～ 
東京都公民館連絡協議会顧問 

元国分寺市立恋ヶ窪公民館長  

増本 佐千子

 

令和２年度、職員部会長市として国分寺市

立恋ヶ窪公民館長をしておりました増本佐

千子です。ここでは、令和３年 10 月末に動

画配信と書面開催という形式で行われまし

た、第 43 回全国公民館研究集会・第 61 回

関東甲信越静公民館研究大会山梨大会につ

いてご報告いたします。 

 私は令和元年度、職員部会長だった日野

市さんとご一緒に副部会長として都公連の

活動に参加し、定例会や研修会を通して日

頃の業務とは異なる様々な学びと出会いを

いただくことができました。そこへ、今般

の新型コロナウイルスの感染が拡大し、緊

急事態宣言下で、各市の公民館が臨時休館

となりました。活動制限やマスクの着用等

を伴う「新しい生活様式」が一般化されて

いく中、職員部会の活動も従来の対面式の

会議招集がままならず、不要不急の外出制

限の中で、書面での会議開催となったり、

他市他館ではどのように公民館運営を行っ

ているのかの情報共有が求められました。 

 丁度、例年２月上旬に開催される東京都

公民館研究大会における第三課題別集会の

検討時期と重なり、加盟市の中でもオンラ

インによる事業を先駆的に試みていた日野

市と西東京市の事例を学ぶ研修を行いまし

た。一般社団法人日本青年館公益事業部の

雑誌『社会教育』編集長の近藤真司さんを

講師にお招きして、コロナ禍における全国

の公民館の活動についてお話を伺うことに

なりました。 

 研修に至る事前準備は以下の６項目です。

①コロナ禍における公民館の実情や職員の

葛藤等が少しでもご理解いただけるように、

講師と綿密な打ち合わせを設定，②オンラ

インに必要な資機材を西東京市から借用，

③会場となる東大和市中央公民館ホールと

の接続テストを実施，④オンライン設定の

ホストは経験のある町田市が担当，⑤その

他の職員も当日までにはオンライン機材に

触れる機会を設定，⑥研修会当日は全員が

役割を担当しました。 

 研修会当日は、会場と西東京市３館、国

分寺市２館、町田市１館とをオンラインで

接続し、日野市からはオンラインを活用し

た「公民館まつり」の取組み、西東京市から

はラジオ体操の動画配信やオンラインを用

いた運用ガイドラインの概要作成などの試

みについて、事例報告を行いました。 

 コロナ禍という未曽有の事態の中で、そ

れぞれの自治体が経験した公民館運営の模

索やオンラインを利活用した取組みを「自

治体間連携（協働）」という形で実施できた

ことは、一重に各市の協力と責任感の賜物

だったと理解しています。「百聞は一見に如

かず」で、新しい試みによる様々な課題：必

要な資機材の確保やルールづくり、ネット

に精通する職員の育成、個人情報や著作権

等の取扱いやセキュリティ対策への理解と

いったデジタル化に向けた未経験の領域へ

の学びを加盟市で共有されたことは意義深

かったと思われます。 

 これからも、都公連で培われた関係性や

対応策等を大切に、デジタル社会における

社会教育施設の在り方や学習支援について

研鑽を積み、視野を広げていきましょう。 

 
【研修講師：近藤真司さんを囲んで】 
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2021 年度の都公連研修 
東京都公民館連絡協議会顧問 

伊東 静一 

 

今年度の都公連の研修は、新任職員対象

と学芸大学との協働研修（学芸大学公開講

座・都公連連携研修）の、２種類の研修が開

催されました。 

年間を通してコロナウイルス感染症の勢

いが下火にならず、前期の新任研修では途

中から中止となったり、後期においては短

縮して実施するなど、変更を余儀なくされ

ました。また、ステップアップ研修におい

ては計画したものの実施できずと、残念な

ことになりました。 

学芸大学との協働研修では、全８回のう

ち半数の４回がオンライン利用での研修と

なり、対面参集型の研修が実施できません

でした。 

以下に、各研修の概要を報告いたします。 

 

（１）前期新任職員研修 

前期の新任職員研修は、７月６日〜20 日

までの３回を予定し、初回の東大和市立上

北台公民館で「ようこそ社会教育の職場へ 

公民館とは？」を実施しました。  

講師の岩松さん（明治大学非常勤講師）

から、公民館の基本的な機能と役割、そし

て初めての職場としての公民館の他部署と

の違いなどが話されました。 

次の 13 日には公民館事業の実績、20 日

には公民館事業と評価についてが予定され

ていましたが、コロナウイルス感染症患者

数の増加のため、中止となりました。 

 
 

（２）後期新任職員研修 

後期の新任職員研修は、10 月 20 日と 27

日の２回実施しました。 

20 日は①アイスブレイクとそもそも公

民館とは？②公民館事業って、どうしたら

いいの？27 日は、公民館事業は評価を前提

に行う？で実施しました。 

この時期には、コロナウイルス感染症患

者数も減少傾向にあり、なんとか実施でき

ました。 

 

（３）学芸大学公開講座・都公連連携研修 

学芸大学公開講座・都公連連携研修とし

ての「学び合いを支える実践力を培う」コ

ミュニティー学習支援コーディネーター養

成講座は、平成 27 年度から開始され、今年

で７年目となっています。今年も都公連か

らは 9 人が参加しました。 

この連携研修の目的ですが、「コーディネ

ーターやファシリテーターとして、地域・

コミュニティの学び合いと協働の展開を支

えるための実践力を培う」というもので、

公民館職員にとっては実践的な力量形成の

重要な機会となっています。 

 研修の前半では、参加者を 5 つのグルー

プに分け、各自がコーディネーターとして

の実践を語り、聞き合う機会としました。 

 後半には、参加者が構成するグループを

固定し、同じメンバーで各自が発表に関す

る原稿を書きました。 

 ３月初旬には、実践記録集が完成し、参

加者全員が持ち帰ることができました。 

 都公連と学芸大学が協働の取り組みを継

続することで、確実に人の繋がりが豊かに

なっていること、大学の研究者と職員が真

剣に議論する機会を持てることは、公民館

や社会教育に関する最新の動向や情報に触

れることができ、大変有意義な研修だと思

います。 

 今後も都公連に加盟する公民館職員の参

加により、充実した研修にしたいと思いま

す。 

2021.７.６東大和市立上北台公民館 

Higasibunnkann  

  


